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定住に必要な生活費設計ソフト開発と 
地域経済循環による所得創出可能性  

～地域版家計調査データを用いて～ 

 中山間地域ではUIターンなど移住が進んでいますが、他方、これら移住世帯の定着に必要な生活費は不明確な状
況にあります。そこで、県内中山間地域の子育て世帯を中心に生活費調査『地域版家計調査』を実施し、移住世帯
定着に必要な収入額や分野毎の生活費のデータを蓄積、支援策の検討に必要な情報を提供します。 

また、データを用い、移住者や支援行政機関が定住に必要な生活費や収入を予測できるソフトの開発や、地域経済
循環による所得創出可能性の研究を行っています。 

・中山間地域世帯の生活費を比較的簡易に把握できる調査手法を開発、世帯家計データを蓄積、次の研究等を展開 

①特に子育て世帯の生活費の特徴や定着に必要な収入規模の抽出 

②移住世帯の生活費設計を支援する生活費シミュレーションソフトの開発 

③食料、燃料の地産地消化など、地域経済循環の強化による所得創出可能額の推計手法の開発 

 

 

①調査世帯が家計簿感覚で入力できる『地域版家計調査ソフ
ト』を開発。データを用い子育て世帯を中心に生活費の特徴
や定着に必要な収入規模を整理、適宜提供しています。 

 

①県、市町村の関係部局と連携し、定住や子育て支援等の施策設計場面などでのデータ利用を進めていきます。 

②移住世帯の相談や自治体の定住モデル構築等の場面での『田舎暮らし設計』の運用を進めていきます。 

③地域経済循環による所得創出可能規模や食料・燃料での実践事例収集を進め、実現に向けた仕組みや障  

  壁等を整理・公開していきます。 

子育て世帯の効果的な定着条件整備に向けた研究（研究期間：H25～27） 

地域内調達促進による所得・定住創出の研究（研究期間：H27） 

 

地域研究スタッフ 

有田、川上、佐藤 

0854-76-3833（直通） 

chusankan@pref.shimane.lg.jp（代表） 
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研究成果の活用・今後の研究計画 

③中国地方知事会中山間地域振興部会の共同研究として、家
計データを用いた食料・燃料分野の地域経済循環調査に着手
し、地域の経済循環状況や所得創出可能性を分析しています。 

②『田舎暮らし設計』（定
住に必要な生活費シミュ
レーションソフト）を開発、
移住世帯が想定するライフ
スタイルに必要な生活費や、
想定する収入規模に応じた
生活費設計が可能となりま
した。 

  大阪UIターンフェアの家計相談コー
ナーでの「田舎暮らし設計」の利用 
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